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決算
審査

歳出
総額

平
成
29
年
度
決
算

ど
う
活
か
さ
れ
た
私
た
ち
の
税
金

115億9,856万円118億7,670万円

一　般　会　計 内　　容 町民1人当たりに
使われたお金

議 会 費 1億4,593万円 議会運営に使ったお金 4,176円

総 務 費 11億4,077万円 人事・企画・財政・選挙及び交通安全に使ったお金 32,642円

民 生 費 45億1,117万円 高齢者福祉・障がい福祉・児童福祉等に使ったお金 129,082円

衛 生 費 12億8,562万円 健康増進・ごみ処理・環境保全事業等に使ったお金 36,787円

農商工費           1億9,899万円 農業・商工業・観光振興事業に使ったお金 5,694円

土 木 費 5億1,558万円 道路・公園・町営住宅等の整備・維持管理に
使ったお金 14,753円

消 防 費 4億5,519万円 消防・防災事業等に使ったお金 13,025円

教 育 費         16億9,604万円 小中学校・幼稚園の管理・生涯学習・
スポーツ振興・文化財保全に使ったお金 48,530円

災害復旧費        20万円 災害により被害を受けた農林業用・
公共土木用施設の復旧に使ったお金 6円

公 債 費      11億  704万円 町債を返済する等に用いたお金 31,677円

諸支出金     5億4,203万円 その他に使ったお金 15,509円

つぎのように使われました
平成30年3月31日現在の人口（34,948人）で計算すると

町民１人当たり ３３１，８８１円

平成29年度 主な事業

徹底チェック

何に使ったの？

広陵北かぐやこども園

活力あふれるブランド戦略展開事業 真美ヶ丘配水場設備事業

全小中学校クーラー設置



広陵町議会だより　103 号

3

歳入
総額118億7,670万円一般会計

町税や使用料などの収納状況 財政健全化判断比率

各特別会計の決算状況

どこからお金が入ったの？
皆さまから納められた町民税、固定資産税、軽自動車税など

	 ５２億４，５１０万円	［自主財源］
国や県から割り当てられた補助金や交付金

	 ６６億３，１６０万円	［依存財源］

２億７，８１４万円
２，２２２万円

２億５，５９２万円

歳入歳出差引残高
繰越明許費
実質収支額
繰越明許費とは・・・年度内に終わることのできない支出を、
	 次年度に繰り越す経費

項　　目 収　入　額 収納率 ( 現年 )

町 民 税 22億  200万円 99.93%

固 定 資 産 税 16億1,229万円 99.73%

軽 自 動 車 税 7,379万円 99.64%

た ば こ 税 1億6,861万円 100.00%

住 宅 使 用 料 1,190万円 98.40%

特別会計名 歳　入 歳　出

国 民 健 康 保 険 38億7,764万円 37億7,041万円

後 期 高 齢 者 医 療 3億5,049万円 　3億4,977万円

介 護 保 険（保 険 事 業） 22億1,327万円 21億9,538万円

（介護サービス事業勘定） 789万円 　　　　776万円

墓 地 事 業 1,353万円 1,350万円

学 校 給 食 　2億 8,841万円 2億8,841万円

会計名 収　入 支　出

水道事業（収益的収支） 8億3,623万円 9億2,069万円

下水道事業（収益的収支） 11億6,628万円 10億610万円

比　率　名 平成29年度

　 実 質 赤 字 比 率　
一般会計の赤字の割合

(13.93% 以下 )
－

　連 結 実 質 赤 字 比 率　
全ての会計の実質赤字の割合

(18.93% 以下 )
－

　実 質 公 債 費 比 率　
借金返済額の割合

(25% 以下 )
8.7%

　 将 来 負 担 比 率　
将来負担すべき実質的な負債の割合

(350% 以下 )
52.5%

※（　）内の基準を超えると財政上の制限が掛かります。
※赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比
　率は「－」表示となります。

　広陵町議会では、年度当初に12万
円を事前交付され、年度末に領収書等
を添付し精算しています。参考書籍の
購入、地方自治のための研修会参加費
等として使用しており、未使用分は返
還しています。

決算状況の詳細は
広報「こうりょう」
10月1日号に
掲載されています。

政務活動費について
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決算審査
特別委員会

質
疑

総
務
費

民
生
費

衛
生
費

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業

　
　
　
犯
罪
抑
止
力
効
果
に
期
待

町
営
斎
場
が
老
朽
化

　
　
　
「
静
香
苑
」
利
用
の
考
え
は

空
き
家
対
策
実
行
計
画

　
　
　
進
捗
状
況
は

病
児
・
病
後
児
保
育

　
　
　
今
後
の
方
針
は

　
箸
尾
駅
前
に
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
は
。

　
29
年
度
は
、
５
箇

所
設
置
済
み
。
箸
尾
駅

前
に
つ
い
て
は
、
県
か

ら
の
補
助
採
択
が
決
定

し
て
お
り
、
平
成
30
年

度
予
算
で
設
置
す
る
。

　
広
陵
町
を
除
く
北
葛

３
町
の
斎
場「
静
香
苑
」を
、

広
陵
町
の
住
民
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
働
き
か
け
た

こ
と
は
あ
る
か
。

　
実
態
調
査
が
済
み
、

地
主
と
の
交
渉
は
進
ん
で

い
る
の
か
。

　
空
き
家
２
０
８
戸
の
内
、

10
戸
が
対
応
急
ぐ
家
屋
。

そ
の
内
、２
戸
は
危
険
家
屋
。

持
ち
主
と
協
議
、
指
導
を
し

て
い
る
が
目
途
が
立
っ
て
い

な
い
。

　
実
績
は
ど
れ
だ
け
あ

る
の
か
。
も
っ
と
工
夫
が

必
要
で
は
。

　
病
児
保
育
は
１
３
５

名
。
病
後
児
保
育
は
10
名

程
度
。
馬
見
労
祷
保
育
園

は
今
後
も
継
続
し
て
行
っ

て
い
く
。
広
陵
北
か
ぐ
や

こ
ど
も
園
に
つ
い
て
は
、

平
成
31
年
度
か
ら
実
施
す

る
方
向
で
準
備
し
て
い
る
。

　
利
用
に
あ
た
っ
て
の

余
力
は
あ
る
と
の
回
答
は

得
て
い
る
が
、
今
後
「
静
香

苑
」
の
更
新
時
期
に
合
わ

せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

第
一
段
階
と
し
て
、
町
外

料
金
で
受
け
て
い
た
だ
く

よ
う
交
渉
し
て
い
く
。
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農
商
工
費

教
育
費

学
校
給
食
特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

広
陵
ブ
ラ
ン
ド
PR
事
業

　
　
　
ど
ん
な
事
業
を
し
た
の

小
中
学
校
エ
ア
コ
ン
設
置

　
　
　
適
正
に
お
こ
な
わ
れ
た
の
か

　
　
　
肉
の
業
者
が
独
占
的
で
は
な
い
か

　
　
　
平
ら
に
す
る
計
画
で
は
な
か
っ
た
の
か

夏
休
み
明
け
の
心
の
ケ
ア

　
　
　
メ
ン
タ
ル
面
で
の
フ
ォ
ロ
ー
は

　
広
陵
ブ
ラ
ン
ド
PR
事

業
の
内
容
、
効
果
、
補
助

金
は
。

　
地
方
創
生
推
進
交
付

金
を
活
用
し
、
靴
下
の
ポ

ス
タ
ー
及
び
ロ
ゴ
シ
ー
ル

の
製
作
や
東
京
で
開
催
さ

　
小
中
学
校
空
調
設
備

事
業
に
お
い
て
多
額
の
不

用
額
が
発
生
し
た
理
由
に

つ
い
て

　
近
隣
の
市
の
例
を
参

考
に
、
１
校
あ
た
り
１
億

円
と
し
て
見
込
み
７
億
円

を
予
算
計
上
し
た
が
、
配

　
小
学
校
給
食
に
お
い

て
、
肉
の
業
者
が
独
占
的

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

　
真
美
ヶ
丘
配
水
設
備

事
業
に
つ
い
て
、
当
初
の

計
画
が
変
更
に
な
っ
た
の

は
な
ぜ
か
。

　
夏
休
み
明
け
に
登
校

す
る
児
童
・
生
徒
に
対
す

る
メ
ン
タ
ル
面
で
の
フ
ォ

ロ
ー
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

れ
た「
町
イ
チ
！
村
イ
チ
！

２
０
１
７
」
に
参
加
し
、

町
産
ブ
ラ
ン
ド
の
周
知
を

図
っ
た
。（
雑
誌
「
リ
ン

ネ
ル
」
４
月
号
に
掲
載
）

電
子
看
板
を
大
阪
難
波

駅
な
ど
5
カ
所
の
駅
で

実
施
。

管
の
長
さ
や
教
室
の
形

態
等
の
違
い
に
よ
り
、
最

終
５
億
３
０
０
０
万
円
と

な
っ
た
。

補
正
予
算
を
急
遽
提
出
し

た
が
、
設
計
積
算
が
で
き

て
い
な
い
段
階
で
計
上
し

て
し
ま
い
、
反
省
し
て
い

る
。

　
安
定
的
に
供
給
で
き

る
業
者
が
他
に
な
い
。

入
札
制
度
を
利
用
し
て
い

き
た
い
が
町
内
業
者
の
育

成
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
か

ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
想
定
外
の
杭
が
出
て

き
た
の
で
、１
億
円
増
額
と

な
る
た
め
出
来
な
か
っ
た
。

議
会
へ
の
報
告
が
遅
く
な

っ
た
こ
と
は
、
深
く
反
省
し

て
い
る
。

　
不
登
校
の
子
ど
も
に

対
し
て
は
、
夏
休
み
最
後

の
日
に
家
庭
訪
問
を
し
、

心
の
ケ
ア
を
行
っ
て
い
る
。

　
天
理
市
で
は
電
気
方

式
で
小
学
校
８
校
に
２
億

９
０
０
０
万
円
で
、
ク
ー

ラ
ー
設
置
工
事
を
行
っ

た
。入
札
内
容
等
を
研
究
、

検
証
し
た
の
か
。

　
検
証
し
て
い
な
い
。

広
陵
町
で
は
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ

ス
ト
を
検
討
し
、
ガ
ス
方

式
を
採
択
し
た
。

高架水槽の解体時に、杭が出てきたため、
元に戻した。
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一
般
会
計（
議
案
第
54
号
）

介
護
保
険
特
別
会
計（
議
案
第
57
号
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
議
案
第
55
号
）

学
校
給
食
特
別
会
計（
議
案
第
59
号
）

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計（
議
案
第
56
号
）

水
道
事
業
会
計
（
議
案
第
60
号
）

①
住
民
合
意
も
な
い
の
に
公
共
施
設
の
縮
減
計
画

を
総
務
省
に
報
告
し
、
遊
水
機
能
低
下
を
も
た
ら

す
無
計
画
な
ミ
ニ
開
発
を
容
認
し
、
自
治
体
義
務

で
あ
る
ゴ
ミ
回
収
に
は
指
定
ゴ
ミ
袋
で
３
千
万
円

以
上
の
住
民
負
担
を
強
い
て
い
る
。
元
気
号
の
改
善
も
住
民
の
声
を

聞
こ
う
と
し
て
い
な
い
。

②
エ
ア
コ
ン
設
置
は
天
理
市
小
学
校
８
校
で
２
億
９
千
万
円
、
本
庁

で
は
７
校
で
５
億
３
千
万
円
。
調
査
も
せ
ず
、
明
確
な
説
明
が
な
い

の
で
裁
決
で
き
な
い
。
ま
た
、
入
札
業
者
も
１
社
の
み
で
あ
り
、
町

民
の
不
利
益
と
な
っ
て
い
る
た
め
、今
後
は
見
直
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

歳
入
確
保
の
面
で
は
99
％
台
の
高
い
徴
収
率
を
維

持
さ
れ
て
い
る
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
主
要
施
策
の
成
果
と
し
て
報

告
を
受
け
て
い
る
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

一
定
の
成
果
が
出
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
賛
成
す
る
。

い
っ
た
ん
定
め
た
保
険
料
は
３
年
間
通
用
す
る
原

則
な
の
に
、
法
的
根
拠
も
示
さ
ず
値
上
げ
を
ち
ら

つ
か
せ
て
い
る
。
社
会
保
障
に
使
う
と
し
た
消
費

税
の
繰
り
入
れ
は
ゼ
ロ
査
定
だ
。

29
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
、
事
務
事
業
点
検
評
価

報
告
書
兼
事
務
実
績
報
告
書
と
決
算
書
の
数
字
と

の
整
合
性
も
と
れ
、
問
題
な
い
の
で
賛
成
す
る
。

７
２
０
０
万
円
の
積
立
金
繰
入
を
行
っ
て
も
な
お

１
億
円
の
黒
字
と
な
っ
た
。
一
世
帯
１
万
円
の
引

き
下
げ
に
は
５
０
０
０
万
円
あ
れ
ば
足
り
る
で
は

な
い
か
。

平
成
30
年
の
国
民
健
康
保
険
の
県
単
位
化
に
あ
た

り
、
１
世
帯
１
万
円
の
引
き
下
げ
よ
り
も
、
保
険

税
の
均
一
化
等
に
よ
る
被
保
険
者
負
担
の
増
加
に

対
す
る
激
変
緩
和
措
置
や
減
免
措
置
な
ど
を
、
手

厚
く
実
施
す
る
こ
と
の
ほ
う
が
重
要
。

自
校
方
式
で
従
来
の
調
理
員
が
い
る
小
学
校
で
は

残
食
が
３
％
以
内
で
、
セ
ン
タ
ー
方
式
の
中
学
校

で
は
10
％
を
超
え
た
。
香
芝
市
か
ら
の
賃
貸
料
収

入
を
放
棄
し
た
欠
陥
決
算
だ
。

中
学
校
給
食
の
残
食
に
つ
い
て
は
、
食
育
や
残
食

を
な
く
す
た
め
の
各
校
独
自
の
取
組
み
も
情
報
交

換
が
な
さ
れ
て
い
る
。

今
後
も
、
安
心
・
安
全
で
お
い
し
い
給
食
を
提
供

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
の
高
齢
者
は
、
戦
中
、
戦
後
大
変
な
ご
苦
労
を

さ
れ
て
こ
ら
れ
た
。
そ
の
方
々
が
働
け
な
く
な
り

医
療
費
も
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
時
に
重
い
負
担

を
押
し
付
け
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
政
治
の
責

任
放
棄
だ
。

高
齢
者
で
あ
っ
て
も
、
高
所
得
層
は
３
割
負
担
さ

れ
て
い
る
。
制
度
が
熟
成
し
、
互
助
制
度
が
機
能

し
て
お
り
賛
成
す
る
。

真
美
ケ
丘
配
水
場
の
高
架
水
槽
棟
は
全
て
撤
去
し
、

敷
地
を
フ
ラ
ッ
ト
に
す
る
こ
と
で
議
会
は
予
算
承

認
し
た
が
、
基
礎
を
残
し
、
５
ｍ
盛
土
の
ま
ま
整

備
さ
れ
て
い
る
。
議
長
に
も
相
談
も
な
く
精
算
内

容
も
不
明
瞭
。

予
算
の
無
駄
使
い
を
防
ぐ
た
め
の
判
断
で
あ
り
理

解
す
る
。
き
ち
っ
と
精
算
さ
れ
て
い
る
と
信
じ
て

賛
成
す
る
。

反
対

反
対

9月定例会　29年度各種会計決算　採決状況一覧　（○賛成　×反対）
議長（堀川　季延）は採決に加わりません

議　　　案

濵
野
直
美

吉
田
信
弘

山
田
美
津
代

吉
村
眞
弓
美

山
村
美
咲
子

坂
野
佳
宏

吉
村
裕
之

坂
口
友
良

堀
川
季
延

奥
本
隆
一

谷
　
禎

一

笹
井
由
明

八
尾
春
雄

青
木
義
勝

議決結果

第54号 一般会計 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ － ○ 退 ○ × ○ 認　定
第55号

特別会計
国民健康保険特別会計 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × ○ 認　定

第56号 後期高齢者医療特別会計 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × ○ 認　定
第57号 介護保険特別会計 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × ○ 認　定
第59号 学校給食特別会計 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × ○ 認　定
第60号 水道事業会計 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ × ○ ○ ○ 認　定

※決算を除く議案の採決状況は、７ページに記載しています。

反
対

反
対

反
対

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成
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9月定例会　採決状況一覧　（○賛成　×反対）
議長（堀川　季延）は採決に加わりません

議　　　案

濵
野
直
美

吉
田
信
弘

山
田
美
津
代

吉
村
眞
弓
美

山
村
美
咲
子

坂
野
佳
宏

吉
村
裕
之

坂
口
友
良

堀
川
季
延

奥
本
隆
一

谷
　
禎

一

笹
井
由
明

八
尾
春
雄

青
木
義
勝

議決結果

報告第12号～13号 － － － － － － － － － － － － － － 報　　告
議案第47号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意
議案第48号～53号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第62号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議員提出議案第８号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ × ○ 決　　議
議員提出議案第９号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 決　　議
議員提出議案第10号 × × ○ × × × × × － × × × ○ × 否　　決
議員提出議案第11号～12号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成３０年９月定例会提出議案２３件　　　　
（報告２件、人事１件、条例１件、補正予算５件、規約変更１件、認定８件、議員提出議案５件）

健全化判断比率
法律の規定により報告
町の財政状況は健全に推移

継続費精算報告書
継続費として設定した「真美ヶ丘配水場整備
事業」が完了したことによる精算報告

教育委員の任命
広陵町大字大野の寺田順彦氏を再任同意

中小企業・小規模企業振興基本条例
中小企業・小規模企業の振興について基本と
なる事項を定め、その振興に関する総合的な
施策を推進するため制定

※Ｐ２２に掲載

30年度一般会計補正予算
歳入は、国・県支出金、雑入、繰越金等の増額。
歳出は、地球温暖化対策実行計画委託料、
産業総合振興機構設立事業、ブロック塀等撤
去工事補助金、あすなろ第二クラブ改修設計
委託料等（4,043万8千円増）

※Ｐ２２に掲載

30年度国民健康保険特別会計補正予算 
２９年度決算の確定に伴う前年度繰越金、
療養給付費返還金、財政調整基金積立金
 （1億723万1千円増）

30年度介護保険特別会計補正予算
２９年度決算の確定に伴う前年度繰越金、
介護給付費負担金の精算等（2,914万3千円）
介護サービス事業勘定精算（12万2千円）

報告12号

報告13号

議案47号

議案48号 

議案49号

議案50号

議案51号

議案52号

議案53号

議案62号

議員提出議案
第８号

議員提出議案
第９号

議員提出議案
第１０号

議員提出議案
第１１号

議員提出議案
第１２号

30年度墓地事業特別会計補正予算
29年度歳計剰余金精算

（歳入財源振替　2万6千円）

30年度下水道事業会計補正予算
退職職員に係る退職給付費等

（収益的支出　1,748万9千円）
（資本的収入　2,034万9千円）

奈良県葛城地区清掃事務組合規約の変
更について
組合議会議員の 定数を28人から24人に 削
減、各経費の考え方を明確化　

２０２５年国際博覧会誘致決議
新たな産業や観光文化を促進させる絶好の機
会となり、積極的に推進しようとするもの

政治倫理審査会委員選任決議
21年間放置された政治倫理条例を見直し、
改善を図ろうとするもの

奈良県医療費適正化計画における「地
域別診療報酬」活用検討の撤回を求め
る意見書

県立高等学校適正化実施計画の慎重な
対応を求める意見書

※Ｐ２３に掲載

児童虐待防止対策のさらなる強化を求
める意見書

※Ｐ２３に掲載
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一
般
質
問
を
9
月
10
日
・
11
日
・
12
日
に
行
い
ま

し
た
。
一
般
質
問
は
、
議
員
が
町
の
行
政
全
般
に
わ

た
っ
て
理
事
者
に
対
し
て
、
事
務
の
執
行
状
況
及
び

将
来
に
対
す
る
方
針
等
に
つ
い
て
所
信
を
質
し
、
あ

る
い
は
報
告
、
説
明
を
求
め
ま
た
は
疑
問
を
質
す
た

め
に
行
い
ま
す
。

　
広
陵
町
議
会
は
、
通
告
制
（
質
問
内
容
を
あ
ら
か

じ
め
議
長
に
提
出
す
る
。）
を
採
用
し
、
一
議
員
、

一
時
間
の
持
ち
時
間
で
、
質
問
回
数
に
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
な
お
、
質
問
内
容
及
び
答
弁
内
容
に
つ
い
て
は
、

紙
面
の
都
合
上
、
要
約
掲
載
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
会
議
録
は
、
12
月
上
旬
に
町
役
場
及
び
町
施
設
の

サ
ー
ビ
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
に
配
置
し
、
広
陵
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

※
答
弁
者
の
「
理
事
者
」
と
の
記
載
は
、
町
長
、
副

町
長
、
教
育
長
、
関
係
部
長
の
発
言
を
要
約
し
て
掲

載
す
る
場
合
に
用
い
て
い
ま
す
。

11

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一 般 質 問
議長 堀

ほ り か わ

川　季
と し の ぶ

延

（町長以下理事者）



広陵町議会だより　103 号

9

吉
よ し

村
む ら

　裕
ひ ろ

之
ゆ き

※
注
１　
圏
域

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
生
活
圏
、
経
済
圏
を
共
通
と

す
る
複
数
の
自
治
体
で
構
成
さ
れ
る
一
つ
の
単

位
。

※
注
２　
Ｖ
Ｆ
Ｍ

支
払
い
に
対
す
る
使
用
価
値
を
最
も
高
め
よ
う

と
い
う
考
え
。

※
注
３　
Ｐ
Ｐ
Ｐ
事
業

公
共
施
設
等
の
企
画
計
画
の
段
階
か
ら
民
間
が

参
加
し
、
設
計
、
建
設
、
維
持
管
理
及
び
運
営

に
民
間
の
資
金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
手
法
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
行
政
が
企
画
計
画
を
つ
く
り
、
そ
れ

以
外
を
民
間
が
行
う
手
法
。

　
　
　
　

①
市
町
村
合
併
が
進
ま
な
か
っ
た
奈
良
県
で
は
、

県
と
市
町
村
の
連
携
に
よ
る
行
政
の
効
率
化
を

目
的
に
奈
良
モ
デ
ル
を
推
進
し
て
い
る
。
圏
域

に
つ
い
て
具
体
的
な
方
針
が
示
さ
れ
た
際
は
、

積
極
的
に
検
討
を
進
め
る
。

②
公
共
施
設
の
広
域
連
携
と
い
っ
た
行
政
間
で
水

平
補
完
で
き
る
仕
組
み
や
、指
定
管
理
者
制
度
、

Ｐ
Ｐ
Ｐ
事
業
（
注
３
）
と
い
っ
た
民
間
協
働
の

視
点
か
ら
検
討
・
模
索
を
進
め
て
い
る
。

③
条
例
に
は
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
に
対
す
る

大
企
業
の
役
割
、
金
融
機
関
の
役
割
と
し
て
、

具
体
的
に
何
が
で
き
る
の
か
を
想
定
し
条
文
化

し
て
い
る
た
め
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
の
場
合
に
は
役

立
つ
。

④
各
コ
ス
ト
か
ら
費
用
算
定
す
る
が
、
価
額
が
性

能
発
注
・
業
績
連
動
払
・
リ
ス
ク
最
適
分
担
・

競
争
原
理
に
よ
り
下
が
っ
た
差
額
分
で
Ｖ
Ｆ
Ｍ

を
把
握
す
る
。

理
事
者

圏
域
連
携
と

本
町
の
課
題
に
つ
い
て

　
　
国
は
圏
域
（
注
１
）の
行
政
単
位
化
と
、
地

方
交
付
税
の
交
付
対
象
に
向
け
た
法
整
備
を
目

指
す
と
し
、
自
治
体
の
基
盤
強
化
策
が
合
併
か

ら
圏
域
連
携
に
切
り
替
わ
る
と
考
え
る
こ
と
か

ら
次
に
問
う
。

①
圏
域
連
携
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る

の
か
。

②
行
政
が
行
う
事
業
に
対
し
、
新
た
な
手
法
の

研
究
が
進
ん
で
い
る
の
か
。

③
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
実
施
に
は
資
金
力
や
ノ
ウ
ハ

ウ
の
蓄
積
等
が
求
め
ら
れ
、
受
け
皿
は
大
手

企
業
に
な
る
可
能
性
が
高
い
が
、
中
小
企
業
・

小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例
と
の
関
係
性
は
。

④
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
実
施
に
は
、
Ｖ
Ｆ
Ｍ
（
注
２
）

が
「
あ
る
」
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
限
ら
れ

る
が
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
と
投
入
費
用
か
ら
ど

の
よ
う
に
判
断
す
る
の
か
。

問
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①
道
理
状
況
の
把
握
に
努
め
、
奈
良
県
広
域
消
防

と
も
連
携
し
て
図
面
の
作
成
に
努
め
る
。

②
地
域
が
維
持
管
理
す
る
も
の
で
、
消
防
署
の
管

理
す
る
消
防
水
利
に
は
含
め
て
い
な
い
。

理
事
者

　
　
　
　

①
竹
取
公
園
周
辺
地
区
基
本
構
想
（
案
）
で
県
と

協
議
を
進
め
る
。
同
施
設
も
含
め
、
馬
見
グ
ル

メ
ス
ト
リ
ー
ト
や
佐
味
田
川
水
辺
の
活
用
、
苺

摘
み
体
験
、
北
３
丁
目
の
調
整
池
の
多
目
的
利

用
を
計
画
。

②
防
災
活
動
を
ふ
ま
え
た
進
入
路
の
整
備
も
県
と

協
議
し
て
至
急
進
め
た
い
。

理
事
者

　
　
　
　
資
料
館
は
単

独
施
設
と
は
し
な
い
。

複
合
施
設
や
、
現
在
の

馬
見
丘
陵
公
園
館
を
利

用
な
ど
の
意
見
が
あ

る
。
中
央
公
民
館
は
関

係
機
関
と
多
角
的
に
検

討
中
で
、
当
面
は
維
持

改
善
に
努
め
る
。

理
事
者

　
　
町
は
、
道
幅
の
狭
い
道
路
が
多
い
在
来
地

は
現
存
の
消
火
栓
や
防
火
水
槽
に
よ
り
安
全
と

し
て
い
る
。

①
緊
急
車
両
が
進
入
で
き
な
い
道
路
を
町
は
把

握
し
て
い
る
の
か
。

②
現
在
あ
る
小
口
径
の
消
火
栓
や
格
納
箱
の
維

持
管
理
は
。

　
地
域
の
消
防
団
や
自
警
団
が
災
害
時
に
適
切

に
連
携
で
き
る
よ
う
整
備
が
必
要
。

問

　
　
王
寺
町
で
は
１
９
１
室
の
ホ
テ
ル
を
誘

致
。
斑
鳩
町
で
は
「
街
歩
き
観
光
」
と
し
て
地

域
戦
略
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

①
レ
ス
ト
ラ
ン
や
道
の
駅
を
計
画
し
、
馬
見
丘

陵
公
園
の
来
場
者
を
竹
取
公
園
側
（
広
陵
町
）

へ
誘
導
し
、
物
産
等
を
販
売
す
る
地
域
活
性

化
を
提
案
す
る
。

②
給
食
セ
ン
タ
ー
や
み
ん
な
の
広
場
を
防
火
上

の
主
要
施
設
と
し
て
利
用
す
る
連
絡
道
路
の

確
保
は
。

問

　
　
歴
史
資
料
館
は
基
本
設
計
を
完
了
し
て
い

る
。
ま
た
中
央
公
民
館
は
住
民
か
ら
の
請
願
も

あ
っ
た
。
そ
の
後
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

問

狭
隘
道
路
に
お
け
る

消
防
対
策
等
に
つ
い
て

竹
取
公
園
近
く
に

道
の
駅
・
レ
ス
ト
ラ
ン
を

歴
史
資
料
館
・
中
央
公
民

館
の
そ
の
後
に
つ
い
て

谷
た に

　禎
よ し

一
か ず
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　①

去
る
７
月
西
日
本
を
中
心
と
し
た
記
録
的
な

豪
雨
に
よ
り
、
か
つ
て
「
か
ぐ
や
姫
サ
ミ
ッ

ト
」
で
交
流
の
あ
っ
た
、
岡
山
県
倉
敷
市
真

備
町
で
は
、
河
川
が
決
壊
し
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
南
北
に
流
れ
る
三
つ
の
主

要
河
川
等
が
氾
濫
し
、
増
水
・
決
壊
し
た
事

態
に
遭
遇
し
た
場
合
を
想
定
し
た
対
策
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

②
「
笠
・
斉
音
寺
」
の
両
区
長
が
懸
念
す
る
中

央
公
民
館
東
側
出
入
り
口
に
接
す
る
、
高
田

川
堤
防
左
岸
箇
所
が
極
端
に
低
く
な
っ
て
い

る
。
河
川
が
増
水
し
た
ら
こ
の
箇
所
か
ら
溢

れ
浸
食
作
用
で
堤
防
が
決
壊
し
、
村
が
浸
水

に
至
る
の
で
は
と
不
安
が
ら
れ
て
い
る
。

問

奥
お く も と

本　隆
た か い ち

一

　
　
　
　
　
広
陵
町
で
は
県
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ

る
検
査
以
外
に
、平
成
26
年
か
ら
全
員
に
「
弱
視
」

の
早
期
発
見
に
有
効
と
さ
れ
る
、
特
殊
な
機
器
で

目
の
ピ
ン
ト
が
合
う
度
数
（
屈
折
）
を
調
べ
る
検

査
を
取
り
入
れ
た
。

　
検
診
で
気
に
な
る
症
状
が
あ
っ
た
り
保
護
者
が

不
安
に
思
う
症
状
が
あ
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
全

て
精
密
検
査
を
勧
め
て
い
る
。

　
子
ど
も
の
異
常
を
見
逃
す
こ
と
の
な
い
よ
う
保

護
者
へ
の
視
力
検
査
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た

だ
く
取
組
も
勧
め
る
。

山
村
町
長

①
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
様
々
な
自
然
災

害
を
踏
ま
え
「
広
陵
町
地
域
防
災
活
動
推
進
条

例
」
に
沿
っ
て
、
安
全
な
町
の
施
策
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

②
ご
指
摘
の
高
田
川
堤
防
の
高
さ
に
つ
い
て
は
、

改
修
計
画
に
沿
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
洪
水
で

溢
れ
る
こ
と
は
な
い
と
の
見
解
で
あ
る
。
河
川

改
修
後
30
年
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
河

川
管
理
者
で
あ
る
高
田
土
木
事
務
所
に
計
画
ど

お
り
で
あ
る
か
、
測
量
を
依
頼
し
、
そ
の
結
果

を
地
元
に
報
告
す
る
。

大
丈
夫
か　
わ
が
町
の
主

要
河
川
と
災
害
時
の
対
策

「
弱
視
」
見
逃
さ
な
い

視
力
UP
へ
3
歳
健
診
カ
ギ

　
　
眼
鏡
で
矯
正
し
て
も
十
分
な
視
力
を
得
ら

れ
な
い
「
弱
視
」。
専
門
家
に
よ
る
と
、
視
力
は

３
～
５
歳
に
急
速
に
発
達
。
発
見
・
治
療
が
遅

れ
る
と
脳
の
視
覚
領
域
が
正
常
に
発
達
せ
ず
一

生
弱
視
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
50
人
に
１
人
い

る
と
さ
れ
る
弱
視
は
、
低
年
齢
で
治
療
を
始
め

れ
ば
視
力
の
回
復
を
期
待
で
き
る
が
、
３
歳
児

健
診
で
の
見
逃
し
が
多
い
と
さ
れ
て
い
る
。
見

逃
さ
な
い
よ
う
取
組
が
必
要
で
は
な
い
か
。

問

理
事
者
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学
校
間
格
差
が
昨
年
以
上
に
さ

ら
に
広
が
り
、
本
町
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
学

校
外
の
学
習
時
間
も
「
全
く
し
な
い
」
か
「
３
時

間
以
上
」
と
二
極
化
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
の
た
め

に
公
的
な
塾
で
あ
る
仮
称
「
放
課
後
広
陵
塾
」
の

立
ち
上
げ
を
現
実
の
も
の
と
す
べ
く
調
査
し
て

い
る
。

植
村
教
育
長

　
　
　
　
　

知
識
と
経
験
が
豊
富
な
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
、
社
協
に
は
現
職
員
の
人
材
育
成
と
と
も
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
相
応
し
い
職
員
の
採
用
も

検
討
す
る
よ
う
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

山
村
町
長

　
　
　
　
　
厳
し
い
財
政
状
況
に
お
い
て
生
産
年

齢
人
口
の
減
少
も
あ
る
。
企
業
誘
致
も
箸
尾
地
区

準
工
業
地
域
の
活
用
も
検
討
し
て
い
る
。
歳
出
も

各
事
業
に
お
い
て
評
価
の
観
点
を
加
え
、
効
果
の

高
い
事
業
は
維
持
し
つ
つ
、
低
い
も
の
は
見
直
し

廃
止
も
行
う
。

山
村
町
長

　
　
過
去
３
年
間
、
学
力
が
落
ち
、
危
機
感
を

持
っ
て
い
る
。
町
教
育
委
員
会
に
は
心
理
士
の

職
員
、
校
長
Ｏ
Ｂ
、
教
育
委
員
に
も
教
員
Ｏ
Ｂ
、

畿
央
大
学
の
先
生
ま
で
入
っ
て
も
ら
い
、
最
強

の
メ
ン
バ
ー
で
教
育
行
政
を
進
め
て
も
ら
っ
て

い
る
が
学
力
は
平
均
以
下
も
あ
る
。
放
課
後
学

習
教
室
も
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

問

　
　
介
護
保
険
料
の
値
上
げ
を
防
ぎ
、
総
合
事

業
が
成
功
す
る
も
失
敗
す
る
も
、
社
協
の
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
担
い
手
の
養
成

や
サ
ー
ビ
ス
開
発
の
仕
事
が
で
き
る
か
に
か

か
っ
て
い
る
。
し
っ
か
り
と
責
任
の
取
れ
る
人

に
ま
か
せ
た
い
が
、
町
長
の
考
え
は
。

問

　
　
個
人
町
民
税
収
入
を
見
る
と
、
一
人
当
た

り
27
年
度
１
３
２
，
８
０
１
円
、
28
年
度
１
３

１
，
２
９
７
円
、
29
年
度
１
２
８
，
７
４
３
円

と
ジ
ワ
ジ
ワ
減
っ
て
き
て
い
る
。
高
齢
化
の
影

響
が
こ
の
よ
う
な
変
化
か
ら
も
わ
か
る
。

　
法
人
誘
致
や
、
支
出
は
質
素
倹
約
・
質
実
剛

健
の
方
針
で
い
く
か
で
あ
る
が
、
町
長
の
考
え

は
。

問

中
学
の
学
力
調
査

回
復
の
兆
し
は

町
社
協
、
責
任
あ
る
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
任
命
を

町
民
税
収
入
と
将
来
経
営

を
ど
う
捉
え
る
か
を
問
う

坂
さ か ぐ ち

口　友
と も よ し

良
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か
か
り
つ
け
医
の
い
る
場
合
は
そ
の
医

師
の
個
別
診
断
が
望
ま
し
い
が
、
来
年
5
月
に
町

内
で
健
診
セ
ン
タ
ー
が
開
業
見
込
み
で
あ
り
、
日

を
特
定
し
て
国
保
・
後
期
高
齢
者
の
被
保
険
者
対

象
の
健
診
を
進
め
受
診
機
会
を
拡
大
す
る
。
保
健

指
導
は
10
月
に
町
内
医
師
会
と
協
議
し
て
方
向
性

を
決
め
た
い
。

理
事
者

　
　
　
　
文
部
科
学
省
か
ら
「
調
査
に
よ
り
測
定

で
き
る
の
は
学
力
の
特
定
の
一
部
で
あ
る
」
こ
と

を
前
提
に
し
た
調
査
で
あ
り
、
序
列
化
や
過
度
の

競
争
を
生
じ
な
い
よ
う
に
と
の
配
慮
を
求
め
ら
れ

て
い
る
。
学
校
で
は
誤
答
分
析
や
無
回
答
な
ど
の

原
因
調
査
を
軸
に
授
業
の
改
善
に
役
立
て
よ
う
と

し
て
い
る
。
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
教
員
増

や
教
育
環
境
改
善
、
さ
ら
に
は
授
業
力
の
向
上
に

取
り
組
む
。

理
事
者

　
　
　
　
設
置
後
30
年
を
経
て
生
長
繁
茂
し
た
落

ち
葉
被
害
が
生
じ
て
い
る
上
、
過
密
化
で
枝
枯
れ

や
病
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
樹
木
医
診
断
で

も
明
確
に
な
っ
た
の
で
、「
か
つ
ら
ぎ
の
道
周
辺

景
観
整
備
事
業
」
を
実
施
し
て
過
密
樹
木
と
メ
タ

セ
コ
イ
ア
の
伐
採
を
行
い
、
将
来
の
植
栽
も
計
画

的
に
実
施
す
る
。
こ
れ
ら
の
所
要
額
の
予
算
確
保

に
努
力
す
る
。

理
事
者

八
や つ

尾
お

　春
は る

雄
お

75
歳
以
上
の
住
民
の
健
康

診
断
に
つ
い
て

横
峯
公
園
の
今
後
の
維
持

管
理
に
つ
い
て

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査

に
つ
い
て

　
 

74
歳
ま
で
の
住
民
に
実
施
さ
れ
て
い
た
集
団

健
診
か
ら
、75
歳
以
上
に
な
る
と
排
除
さ
れ
る
の

は
不
当
だ
。保
健
指
導
も
実
施
さ
れ
な
い
の
は
さ

ら
に
ひ
ど
い
。高
齢
者
を
差
別
す
る
な
。

問
　

 　
2
回
に
及
ぶ
住
民
参
加“
み
ど
り
の
検
討
会

“
で
枯
れ
た
樹
木
を
撤
去
し
た
り
、移
し
替
え
た

問

り
等
の
方
針
が
町
か
ら
示
さ
れ
大
筋
の
合
意
が

で
き
た
。今
後
の
方
針
は
ど
う
か
、予
算
措
置
は

ど
う
す
る
の
か
。

　
　
町
内
小
中
校
の
成
績
が
、
全
国
や
県
平
均

数
値
と
比
較
し
、
問
題
視
し
た
り
、
一
喜
一
憂

し
た
り
す
る
傾
向
が
出
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も

こ
の
調
査
の
目
的
、
配
慮
す
べ
き
こ
と
は
何
か
。

む
し
ろ
教
員
の
増
員
や
教
育
環
境
整
備
に
目
を

向
け
る
べ
き
だ
。

問
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給
食
セ
ン
タ
ー
工
事
は
通
常
の
一
般
競
争

入
札
で
２
社
が
応
札
。
町
内
業
者
が
11
億
６
千

５
百
万
円
で
落
札
し
、
請
負
率
は
83
％
。
小
・

中
学
校
空
調
工
事
は
４
億
８
千
７
百
万
円
で
落

札
し
、
請
負
率
98
・
3
％
。
北
か
ぐ
や
こ
ど
も

園
工
事
は
７
億
８
千
３
百
万
円
で
落
札
し
、
請

負
率
99
・
9
％
。
空
調
と
こ
ど
も
園
は
総
合
評

価
方
式
一
般
競
争
入
札
で
、
と
も
に
１
社
し
か

入
札
者
が
な
い
た
め
、
予
定
価
格
に
近
い
金
額

で
落
札
。
こ
の
２
件
の
工
事
が
給
食
セ
ン
タ
ー

の
様
に
一
般
競
争
入
札
で
あ
れ
ば
、
約
１
億
～

２
億
円
の
税
金
が
残
る
。
こ
の
入
札
方
式
に
町

の
幹
部
は
、
地
元
業
者
育
成
と
周
辺
自
治
体
も

こ
の
方
式
で
行
っ
て
い
る
と
説
明
。
し
か
し
、

こ
の
方
式
は
19
点
満
点
で
評
価
、「
広
陵
町
に

本
店
が
あ
る
」
項
目
に
１
点
が
加
算
さ
れ
応
札

す
る
業
者
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
が
同
じ
で
は
な

問

く
、
本
町
に
本
店
の
あ
る
業
者
が
優
位
と
な
り
、

公
平
公
正
で
は
な
く
、
そ
の
結
果
１
社
だ
け
に

な
っ
た
と
思
う
。
私
は
こ
の
２
件
の
工
事
に
は

反
対
し
て
い
る
。

①
本
町
に
本
店
の
あ
る
業
者
と
町
民
の
要
望
解

決
と
ど
ち
ら
が
大
切
か
。

②
周
辺
自
治
体
名
と
工
事
内
容
、
い
つ
発
注
し

た
の
か
。

１
社
だ
け
の
入
札

町
民
の
み
な
さ
ん
は
納
得
で
き
ま
す
か

　
　
　
　
　

①
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
進
め
る
の
は
町
民
の
た

め
、
特
定
の
業
者
の
た
め
で
は
な
い
こ
と
は
皆

さ
ん
に
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

②
近
隣
の
主
な
建
築
工
事
で
は
、
葛
城
市
で
平
成

28
年
５
月
に
「
市
立
付
属
幼
稚
園
改
築
工
事
」

３
社
応
札
で
落
札
率
89
・
27
％
で
市
外
業
者
が

落
札
。
香
芝
市
で
は
、
平
成
28
年
５
月
に
「
市

立
保
育
所
建
替
工
事
」
２
社
応
札
で
落
札
率

99・85
％
で
市
外
業
者
が
落
札
。
御
所
市
で
は
、

平
成
29
年
11
月
に
「
市
民
会
館
解
体
工
事
」
１

社
の
応
札
で
落
札
率
1
0
0
％
で
市
外
業
者

山
村
町
長

が
落
札
。
上
牧
町
で
は
、平
成
29
年
４
月
に「
庁

舎
耐
震
及
び
改
修
工
事
」
１
社
の
応
札
で
落
札

率
99・99
％
で
町
外
業
者
が
落
札
。
同
月
に「
体

育
館
耐
震
及
び
改
修
工
事
」
２
社
の
応
札
で
落

札
率
97
・
83
％
で
町
外
業
者
が
落
札
。

　

吉
よ し

田
だ

　信
の ぶ

弘
ひ ろ

▲ 建て替えの要望がある中央公民館
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現
実
的
に
自
治
体
と
し
て
の
利
害
が
か
ら
む
た

め
、
変
更
は
難
し
い
も
の
と
考
え
る
。

　
費
用
負
担
等
を
考
え
る
と
現
状
の
ま
ま
当
初
の

管
理
者
で
整
備
す
る
の
が
最
善
の
策
だ
と
考
え
て
い

る
。水
道
利
用
者
の
意
向
を
最
優
先
に
考
え
る
。

本
町
か
ら
給
水
で
き
る
よ
う
に
、大
和
高
田
市
と
十

分
協
議
を
重
ね
て
い
く
。

　
次
に
、
市
町
村
の
境
界
変
更
に
つ
い
て
は
、
地

方
自
治
法
に
規
定
さ
れ
、
関
係
市
町
の
議
決
を
経

て
奈
良
県
知
事
に
申
請
し
、
奈
良
県
議
会
の
議
決

を
も
っ
て
知
事
が
総
務
大
臣
に
届
け
出
る
こ
と
に

よ
り
広
陵
町
へ
の
編
入
が
成
立
す
る
こ
と
に
な

る
。

　
境
界
変
更
を
生
じ
る
主
な
理
由
と
し
て
は
日
常

生
活
の
利
便
性
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
等
を
所
属
す
る

市
町
村
か
ら
で
な
く
、
隣
接
す
る
市
町
村
よ
り
享

受
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
区
域
を
境
界
変
更
に
よ

り
他
団
体
に
編
入
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
今
回
の

場
合
に
当
た
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
経

緯
を
踏
ま
え
た
大
和
高
田
市
と
の
十
分
な
協
議
が

必
要
と
共
に
、
対
象
と
な
る
住
民
に
と
っ
て
は
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
主
体
が
代
わ
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
十
分
な
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
か
と
い
う

課
題
は
大
き
い
と
考
え
る
。　

　
　
　
　
　
議
員
の
指
摘
の
と
お
り
、上
水
道
は
22

戸
供
給
し
て
お
り
、逆
の
大
和
高
田
市
か
ら
13
戸
供

給
さ
れ
て
い
る
。

　
水
道
管
の
入
替
等
に
お
い
て
も
、町
で
布
設
し
た

水
道
管
で
あ
れ
ば
、そ
の
ま
ま
町
が
入
れ
替
え
る
よ

う
に
な
って
い
ま
す
。そ
の
分
の
負
担
を
大
和
高
田
市

に
求
め
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、当
然
そ
の

逆
も
同
様
の
こ
と
で
あ
る
。

山
村
町
長

坂
さ か の

野　佳
よ し ひ ろ

宏

南
郷
池
周
辺
を
広
陵
町
に

　
　
南
郷
池
周
辺
の
行
政
界
は
地
域
に
住
ん
で

い
る
住
民
に
と
っ
て
不
可
解
な
思
い
を
持
っ
て

生
活
し
て
き
た
。

　
結
果
と
し
て
、
上
下
水
道
は
広
陵
町
か
ら
供

給
し
て
い
る
戸
数
が
20
軒
程
存
在
す
る
。
大
和

高
田
市
民
に
安
価
で
使
用
料
を
も
ら
い
、
一
部

町
民
に
高
い
料
金
を
払
わ
せ
て
い
る
。

　
南
郷
池
の
虫
害
、
悪
臭
問
題
も
町
が
対
応
し

て
い
る
。

　
南
郷
池
及
び
周
辺
の
一
部
を
広
陵
町
に
編
入

し
て
は
ど
う
か
。

問

▲ 南郷池
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町
及
び
相
談
支
援
事
業
所
な
ど
で
相
談
に
応
じ
本

人
の
希
望
で
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
へ
の
入
居
な
ど
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
を
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
民
生
児
童
委
員
に
は
、
発
達
障
が
い
児

へ
の
研
修
を
行
い
、
児
童
に
対
す
る
相
談
支
援
を

委
託
。

山
村
町
長

　
　
　
　
　
　
調
査
結
果
が
10
月
末
に
判
明
す
る

の
で
奈
良
県
産
材
を
使
用
す
る
こ
と
も
検
討
材
料

と
す
る
。

　
ま
た
、制
服
の
考
え
は
学
校
長
の
裁
量
に
よ
る
。

今
検
討
中
な
の
で
他
校
の
状
況
を
伝
え
る
。

植
村
教
育
長

　
　
　
　
　
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
る
地
域
が

あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
行
く
こ
と
が
出

来
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
30
年
度
中
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
予
定
。
十
分
精
査
し
て
地
域
公
共
交
通
活
性

化
協
議
会
に
諮
る
。

山
村
町
長

　
①
「
障
が
い
者
が
生
涯
を
通
じ
て
暮
ら
せ
る
町
」

と
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
の
障
が
い
者
が
保
護

者
が
万
一
の
場
合
な
ど
で
１
人
暮
ら
し
を
す

る
こ
と
に
備
え
て
早
期
に
施
設
等
に
な
じ
み

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
具
体
的
な
計
画

は
。

②
「
と
も
に
支
え
合
う
優
し
い
町
」
に
つ
い
て

発
達
障
が
い
児
が
ふ
え
て
い
る
が
、
周
囲
の

理
解
を
深
め
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

問

　
　
耐
力
度
調
査
に
よ
り
建
て
替
え
で
な
く
教

室
増
設
を
す
る
時
は
プ
レ
ハ
ブ
で
な
く
奈
良
県

産
材
の
木
造
教
室
を
。

　
今
、
建
築
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
も
、
将
来
校

舎
の
建
て
替
え
時
に
は
、
こ
の
木
造
教
室
を
活

か
す
計
画
を
立
て
て
お
け
ば
無
駄
に
は
な
ら
な

い
。

　
ま
た
、
北
小
や
東
小
の
よ
う
に
子
ど
も
達
が

登
下
校
時
涼
し
い
白
い
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
で
通
え
る

よ
う
改
善
す
べ
き
。

問

　
　
イ
ズ
ミ
ヤ
に
行
く
ル
ー
ト
が
変
え
ら
れ
て

不
便
に
な
っ
た
、
中
央
幹
線
、
北
東
部
支
線
で
、

エ
コ
ー
ル
マ
ミ
に
行
く
の
に
時
間
が
か
か
る
、

南
郷
の
コ
ー
プ
に
元
気
号
の
停
留
所
が
欲
し

い
。
な
ど
要
望
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
百

済
の
方
の
要
望
も
６
月
議
会
で
質
問
し
た
が
、

い
つ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
改
善
す
る
の
か
。

　
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
す
ぐ
改
善
す
べ
き
。

問

町
第
３
期
障
が
い
者
計
画

か
ら
２
点
問
う

西
小
学
校
の
教
室
増
設
は

木
造
で

元
気
号
の
改
善
を

山
や ま

田
だ

美
み

津
つ

代
よ

○
生
活
保
護
制
度
利
用
者
及
び
生
活

困
窮
者
へ
の
支
援
を
！

○
虐
待
防
止
強
化
月
間
（
11
月
）の

取
り
組
み
は

その他の
質問事項
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①
組
合
の
設
立
以
来
、
ご
み
処
理
広
域
化
検
討
会

が
６
回
、
ま
た
各
市
町
村
長
で
構
成
さ
れ
た
運

営
委
員
会
、
組
合
議
会
が
開
催
さ
れ
、
予
算
決

理
事
者

　
　
平
成
27
年
８
月
天
理
市
か
ら
の
広
域
ご
み

処
理
に
参
加
す
る
市
町
村
の
意
思
確
認
に
よ

り
、
本
町
も
平
成
28
年
４
月
に
10
市
町
村
に
よ

る
山
辺
・
県
北
西
部
広
域
環
境
衛
生
組
合
の
構

成
市
町
村
と
な
っ
た
。  

①
当
該
組
合
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
時
系
列

に
問
う
。

②
現
在
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
操
業
期
限
か
ら
、
広

域
処
理
開
始
ま
で
の
空
白
と
な
る
ご
み
処
理

の
手
法
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

③
ご
み
中
継
施
設
整
備
に
つ
い
て
現
時
点
で
ど

の
よ
う
な
手
法
を
考
え
て
い
る
の
か
。

④
広
陵
町
・
河
合
町
・
安
堵
町
３
町
で
の
広
域

中
継
施
設
に
つ
い
て
の
進
展
を
問
う
。

⑤
広
陵
町
ご
み
処
理
町
民
会
議
で
の
議
事
概
要

を
踏
ま
え
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

問 新
ご
み
処
理
施
設
整
備
に

関
し
て

笹
さ さ い

井　由
よ し あ き

明

算
、
組
合
財
政
調
整
基
金
条
例
、
組
合
周
辺
地

区
環
境
整
備
基
金
条
例
な
ど
審
議
制
定
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
平
成
29
年
度
か
ら
周
辺
地
区
環

境
整
備
基
金
の
積
立
て
が
始
ま
り
、
７
年
間
で

総
額
11
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
町
の
負
担
は
７

年
間
で
約
１
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

②
操
業
期
限
の
平
成
34
年
３
月
18
日
以
降
、
広
域

処
理
施
設
の
稼
働
予
定
で
あ
る
平
成
36
年
３
月

ま
で
の
約
２
年
間
は
、
民
間
処
理
委
託
と
し
て

現
在
協
議
し
て
い
る
。

③
ご
み
中
継
施
設
の
選
定
場
所
に
つ
い
て
は
、
現

在
町
民
会
議
に
お
い
て
現
施
設
の
建
屋
を
改
造

す
る
案
、
現
施
設
を
そ
の
ま
ま
活
用
す
る
案
、

新
た
な
敷
地
を
確
保
す
る
案
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
敷
地
を
利
用
す
る
案
と
４
つ
の
案
を
示

し
、
議
論
頂
い
て
い
る
。

④
安
堵
町
で
の
共
同
積
み
換
え
施
設
に
つ
い
て
は
、

地
元
と
協
議
な
ど
を
粛
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
町
と
し
て
も
、
町
民
会
議

で
協
議
す
る
。

⑤
今
後
は
、
町
民
会
議
で
ご
み
中
継
施
設
の
選
定

場
所
、
ま
た
単
独
で
す
る
の
か
、
共
同
で
す
る

の
か
を
議
論
頂
き
、
今
年
度
中
に
は
方
針
を
定

め
て
い
き
た
い
。

安堵町環境美化センター
（焼却施設）

三郷町清掃センター
（焼却施設、粗大ごみ処理

施設、資源化施設）

河合町清掃工場
（焼却施設、粗大ごみ処理

施設、資源化施設）

上牧町塵芥焼却場
（焼却施設）

※平成28年11月稼働停止 大和高田市クリーンセンター
（焼却施設、粗大ごみ処理施設、

カンビン処理施設、ペットボトル処理施設）

クリーンセンター広陵
（燃料化（炭化）施設、
リサイクルプラザ施設）

山辺広域一般廃棄物第2最終処分地
（最終処分）

天理市環境クリーンセンター
（焼却施設、粗大ごみ処理施設、

資源化施設） 山添村

天理市

広陵町

安堵町
川西町
三宅町

三郷町

上牧町

大和高田市

河合町

【ごみ処理の現状】
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①
寄
付
金
を
ま
ち
づ
く
り
施
策
に
活
用
す
る
た
め

に
、庁
内
に
検
討
会
議
を
立
ち
上
げ
る
。地
域
活

性
に
特
化
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
、地
域
振

興
に
努
め
る
。

②
広
陵
町
の
ア
ピ
ー
ル
で
あ
る
。広
陵
町
を
皆
に

知
っ
て
も
ら
い
、そ
の
上
で
地
域
振
興
を
手
掛

け
て
い
く
。

③
ま
ず
は
返
礼
品
を
増
や
し
て
、目
標
の
１
千
万

円
を
突
破
す
る
。そ
の
次
の
段
階
で
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
、課
題
解
決
に
結
び
つ
く

事
業
展
開
に
な
る
。

④
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
ビ
デ
オ
な
ら
、生
の
意
見
が

反
映
さ
れ
靴
下
の
履
き
心
地
な
ど
も
伝
え
ら
れ

る
。こ
の
商
品
が
ほ
し
い
と
言
っ
て
も
ら
え
る

取
り
組
み
は
必
要
と
考
え
る
。

⑤
10
月
に
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
、２
月
頃

に
一
定
の
方
向
性
を
示
す
予
定
で
あ
る
。

山
村
町
長

　
①
ふ
る
さ
と
納
税
に
対
す
る
町
長
の
考
え
は
。

（
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
提
案
）

②
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
利
用
し
て
何
が
一
番

し
た
い
か
。

③
そ
の
た
め
の
対
策
は
。

④
返
礼
品
の
紹
介
に
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
ビ
デ

オ
撮
影
で
ス
ト
ー
リ
ー
性
が
あ
る
発
信
を
行

う
な
ど
工
夫
が
必
要
で
は
。

⑤
総
合
計
画
に
沿
っ
た
、
寄
付
金
の
具
体
的
な

使
い
道
が
決
ま
っ
て
く
る
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

的
な
こ
と
を
伺
う
。

問 ふ
る
さ
と
納
税
・
地
域
の

課
題
解
決
に
工
夫
を

吉
よ し む ら

村眞
ま ゆ み

弓美

　
　
　
　
香
芝
市
と
中
学
校
給
食
を
一
緒
に
や
っ

て
い
る
中
で
、
協
議
を
申
し
入
れ
て
い
る
。
消
費

税
が
10
％
に
上
が
っ
た
と
き
に
多
子
軽
減
と
組
み

合
わ
せ
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
時
代
に
合
っ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

理
事
者

　
　
３
月
議
会
で
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

求
め
た
際
に
、
多
子
世
帯
だ
け
で
も
負
担
す
る

と
い
う
事
に
つ
い
て
は
一
理
あ
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
前
進
は
あ
っ
た
の
か
。

問 学
校
給
食
費
の
多
子
世
帯

へ
の
無
償
化
を
求
め
て
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①
来
年
度
か
ら
の
導
入
に
向
け
、
検
討
を
行
っ
て

い
る
。

②
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
の
活
動
に
対
し
て
は
、「
福

祉
サ
ー
ビ
ス
総
合
補
償
」
に
町
予
算
で
加
入
し

て
い
る
。
参
加
者
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
ケ

ガ
を
負
っ
た
場
合
は
補
償
対
象
に
な
る
が
、
自

己
の
責
任
に
よ
る
ケ
ガ
等
に
対
し
て
の
補
償
は

な
い
。
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

た
め
、
安
心
し
て
活
動
で
き
る
仕
組
み
や
支
援

な
ど
を
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

山
村
町
長

　
　
　
　
　

①
今
後
、
地
域
と
の
連
携
を
深
め
る
た
め
、「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
の
展
開
を
視
野
に

入
れ
た
準
備
を
進
め
る
。
加
え
て
、
町
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
保
護
者
へ
の
学

び
の
場
の
提
供
や
地
域
の
居
場
所
づ
く
り
、
そ

し
て
訪
問
型
家
庭
教
育
支
援
な
ど
を
進
め
て
い

き
た
い
。

②
今
後
の
取
り
組
み
方
針
と
し
て
、
毎
月
の
校
長

会
と
教
頭
会
で
、
福
祉
部
局
に
子
供
に
係
る
福

祉
制
度
の
説
明
を
依
頼
し
、
現
場
の
教
職
員
に

周
知
す
る
。
事
業
所
と
の
連
携
構
築
に
は
、
会

合
を
持
ち
支
援
内
容
の
共
有
化
を
図
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

理
事
者

　
　①

大
東
市
で
は
「
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
」
を

設
置
し
、
孤
立
し
が
ち
な
保
護
者
や
教
育
へ

の
関
心
が
低
い
家
庭
等
の
個
別
訪
問
を
行
い
、

子
育
て
に
対
す
る
悩
み
の
軽
減
に
つ
な
げ
る

支
援
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
広
陵
町
の
考

え
を
伺
う
。

②
発
達
障
が
い
を
は
じ
め
障
が
い
の
あ
る
子
供

た
ち
へ
の
支
援
に
は
、
行
政
分
野
を
超
え
た

切
れ
目
な
い
連
携
が
不
可
欠
。
特
に
、
教
育

と
福
祉
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
学
校
と
児
童

発
達
支
援
事
業
所
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
等
と
の
相
互
理
解
の
促
進
や
、
保

護
者
も
含
め
た
情
報
共
有
の
必
要
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
広
陵
町
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

問

　
　①

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
提
案
事
業
補
助

金
制
度
」
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
。

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
保
険
制
度
に

つ
い
て
伺
う
。
例
え
ば
、介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー

（
Ｋ
ｅ
ｅ
ｐ
）が
指
導
者
と
し
て
活
動
す
る

時
、
参
加
者
に
対
し
て
補
償
は
あ
る
の
か
。

問

家
庭
と
教
育
と
福
祉
の
連
携

充
実
の
た
め
に

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
に

山
や ま む ら

村美
み さ こ

咲子



広陵町議会だより　103 号

20

青
あ お き

木　義
よ し か つ

勝

　
　
　
　

①
王
寺
町
、
田
原
本
町
、
葛
城
市
、
御
所
市
、
橿

原
市

②
観
光
協
会
な
ど
の
機
能
を
有
し
た
組
織
は
必
要

な
の
で
、「
広
陵
町
産
業
総
合
振
興
機
構
」
を

設
立
。
こ
れ
は
民
間
主
体
の
経
営
で
観
光
施
策

も
含
む
地
域
商
社
の
役
割
を
持
ち
、
当
町
全
体

を
商
品
化
し
て
販
売
力
を
持
っ
た
新
し
い
か
た

ち
で
雇
用
の
流
れ
を
創
出
す
る
こ
と
を
想
定
し

て
設
立
し
た
機
構
。
採
択
さ
れ
て
交
付
金
を
受

け
る
。

③
近
畿
運
輸
局
の
「
近
畿
観
光
ま
ち
づ
く
り
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

魅
力
あ
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
為
の
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
を
受
け
る
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
の
た
め
に
研
究
し
て
い
く
。

理
事
者
　

と
思
う
の
で
近
隣
の
市
町
と
研
究
協
議
さ
れ

構
築
を
し
登
録
を
目
指
す
価
値
は
有
る
と
思

う
の
で
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
　
大
和
鉄
道
100
周
年
記
念
」
は
５
町
で
台
風

で
中
止
さ
れ
た
が
、
10
月
の
鉄
道
記
念
日
に
開

催
予
定
、
映
画
「
天
使
の
い
る
図
書
館
」
は
４

市
１
町
で
、
観
光
映
画
を
淡
い
ド
ラ
マ
仕
立
て

で
好
評
だ
っ
た
。
舞
台
と
な
っ
た
本
町
の
図
書

館
は
有
名
に
。
香
芝
市
と
共
同
の
中
学
校
給
食

は
双
方
に
多
様
な
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
た
。
相
互

連
携
協
定
の
締
結
で
、
人
事
交
流
も
実
施
さ
れ

て
効
果
を
示
し
た
。
更
に
拡
充
を
。
観
光
事
業

は
従
来
の
協
議
会
、
実
行
委
員
会
方
式
で
は
行

政
主
導
と
な
り
前
例
に
偏
り
住
民
ニ
ー
ズ
に

添
っ
た
企
画
の
柔
軟
性
を
欠
き
、
民
活
力
を
求

め
難
い
。
財
源
の
制
約
も
あ
り
寄
付
金
募
り
も

遠
慮
が
ち
に
思
う
故
、
別
組
織
で
実
施
の
各
地

の
現
況
を
伺
う
。

①
観
光
協
会
設
置
の
近
隣
市
町

②
観
光
協
会
へ
の
見
解

③
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
観
光
庁
が
規
定
の
広
域
観
光
推
進

機
構
）従
来
の
観
光
協
会
を
超
越
し
た
機
構

問 観
光
な
ど
相
乗
効
果
の
で

る
事
業
は
広
域
で

▲ 戸
と た

閉て祭
▲ 手をつないで連携を…
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濵
は ま

野
の

　直
な お

美
み

　
　
　
　
　
か
つ
ら
ぎ
の
道
は
安
全
確
保
の
た
め

歩
行
者
と
自
転
車
の
通
行
を
分
離
し
て
お
り
、
中

央
分
離
帯
と
両
端
に
は
植
栽
帯
を
設
け
て
い
る
。

そ
の
た
め
か
つ
ら
ぎ
の
道
内
で
の
イ
ベ
ン
ト
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
が
難
し
い
。
ま
た
隣
接
す
る
家
屋

へ
の
騒
音
も
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
は

行
っ
て
い
な
い
。

　
た
だ
し
、
メ
モ
リ
ア
ル
広
場
を
有
効
利
用
し
、

配
慮
を
行
っ
た
小
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
れ
ば
実

施
で
き
る
の
で
は
と
思
う
。

山
村
町
長

　
　
　
　
　
成
人
の
ひ
き
こ
も
り
（
※
１
）
は
社

会
的
な
問
題
で
、
町
と
し
て
も
早
期
に
実
状
を
把

握
し
、
必
要
な
支
援
を
し
た
い
と
思
う
が
外
部
か

ら
の
介
入
が
難
し
い
。

　
８
０
５
０
問
題
（
※
２
）
は
長
期
化
す
る
こ
と

で
、
問
題
が
複
合
化
、
複
雑
化
、
早
期
解
決
を
図

る
た
め
小
さ
な
生
活
課
題
の
相
談
に
対
し
て
も

丁
寧
に
対
応
す
る
。（
福
祉
課　
さ
わ
や
か
ホ
ー

ル
）
ま
た
、
不
登
校
生
徒
の
12
％
が
ひ
き
こ
も
り

に
な
る
と
の
調
査
結
果
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
中

学
校
で
は
不
登
校
に
な
ら
な
い
為
の
対
応
に
も

つ
と
め
て
い
る
。

　
子
ど
も
に
寄
り
添
い
「
外
へ
む
か
う
力
」
の
蓄

積
を
支
援
し
て
い
く
。

※
１ 

仕
事
や
学
校
に
行
か
ず
、
か
つ
家
族
以
外

の
人
と
の
交
流
を
ほ
と
ん
ど
せ
ず
に
６
ヶ

月
以
上
続
け
て
自
宅
に
引
き
こ
も
っ
て
い

る
状
態
の
こ
と
。

※
２ 

80
代
の
親
と
50
代
の
子
ど
も
が
同
居
し
て

い
る
世
帯
が
、
生
活
が
立
ち
い
か
な
く

な
っ
て
し
ま
う
問
題
。

山
村
町
長

　
　
五
位
堂
駅
か
ら
真
美
ケ
丘
ま
で
続
く
か
つ

ら
ぎ
の
道
は
住
宅
地
の
中
を
通
り
通
学
通
勤
に

利
用
さ
れ
る
た
め
、
集
客
が
期
待
で
き
る
。

　
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
有
効
活
用
を
検
討
さ
れ
て

み
て
は
ど
う
か
。

問

　
　
担
税
力
の
低
下
や
少
子
化
な
ど
を
引
き
起

こ
す
大
人
の
ひ
き
こ
も
り
。
８
０
５
０
問
題
に

対
す
る
町
の
考
え
は
。

問

か
つ
ら
ぎ
の
道
の
有
効
活
用
を

大
人
の
ひ
き
こ
も
り
問
題
に

つ
い
て

▲ かつらぎの道
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○
一
般
会
計
補
正
予
算

　
通
学
路
に
お
け
る
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤

去
に
つ
い
て
、
町
は
１
件
10
万
円
で
10
件

分
の
国
の
補
助
金
を
予
算
と
し
て
い
る
。

①
国
の
補
助
金
だ
け
で
は
撤
去
後
の
改
修
は

で
き
な
い
。

　
町
の
補
助
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

②
構
造
的
な
も
の
は
専
門
家
で
な
い
と
判
ら

な
い
。

　
町
の
技
術
者
で
確
認
す
る
事
は
考
え
な
い

の
か
。

①
補
助
額
は
変
え
な
い
が
、
申
込
件
数
が
多

け
れ
ば
町
と
し
て
補
助
す
る
予
定
。

②
地
域
へ
専
門
家
が
出
向
き
説
明
し
て
対
応

す
る
。

議
案
第
49
号

　
　
　
　
　

○
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例
の

制
定

　
県
内
市
町
村
で
は
、
１
番
に
広
陵
町
が
９

月
議
会
で
可
決
し
た
も
の
。

　
こ
の
条
例
は
中
小
企
業
の
方
々
の
声
を
反

映
し
た
施
策
を
行
う
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
の
役
割
を
明
確
化
し
て
い
る
。
行
政
だ

け
で
な
く
、
学
校
や
金
融
機
関
な
ど
の
役
割

を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
様
々
な
立
場
の
方

が
持
つ
能
力
を
地
域
の
活
性
化
に
活
か
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

議
案
第
48
号

委 員 会 の 窓委 員 会 の 窓委 員 会 の 窓

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

　
第
３
回
定
例
会（
９
月
議
会
）
に
上
程

さ
れ
、
総
務
文
教
委
員
会
、
厚
生
建
設

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た 

7
件
に
つ
い
て

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
内
容
と
結
果
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

総
務
文
教
委
員
会

厚
生
建
設
委
員
会

回
答

説
明
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　奈良県教育委員会は「県立高等学校適正化実施計画
（案）」を策定し、６月８日に発表した。全県で県立高等
学校が３校減らされ、奈良市内では平城高等学校などが
その対象とされる計画で、平城高等学校跡地には奈良高
等学校を移転させる内容も含まれている。
　県立平城高等学校は、１９８０年（昭和５５年）の開
校以来、今日まで３８年を超える歴史を刻み、その間、
高の原に建つ白亜の校舎で、多くの生徒が学業、部活動、
学校行事等に励み、卒業生の数は１万４，５００人に達
している。
　また、同校は、長年にわたり神功・右京・左京・朱雀・
佐保台の各地域と交流しており、とりわけ地元の朱雀地
区の住民との深い関係があり、地域とともに歩む学校と
しての歴史も重ねてきている。
　その平城高等学校が、このたびの「県立高等学校適正
化実施計画」において事実上の「閉校」とされているこ
とに、受験生や在校生、卒業生など、関係者に衝撃が走っ
ている。同校関係者の思い出の詰まった校舎が、他の高
等学校に明け渡されるという内容について、丁寧な説明
もされないまま、計画が強行されようとしている。

　今般、東京都目黒区で両親から虐待を受け女児が死亡
するという痛ましい事件が発生した。このような虐待事
案は、近年、急増しており、平成２８年度全国の児童相
談所に寄せられた児童虐待相談件数は１２万件を超え、
５年前と比べると倍増している。
　こうした事態を重く受け止め、政府は平成２８・２９
年と連続して児童福祉法等を改正し、児童虐待防止対策
を強化してきた。しかし、今回の事案は、児童相談所が
関与していたにもかかわらず、虐待から救うことができ
なかった。
　虐待から子どもの命を守るためには、子どもの異変に
早期に気づき、虐待の芽を摘むことが何よりも重要であ
り、そのためには児童相談所のみならず関係機関や民間
団体等が協働し、虐待の防止に取り組むことが必要であ
る。
　よって政府においては、こうした痛ましい事件が二度
と繰り返されないためにも、児童虐待防止対策のさらな
る強化に向け、下記の事項に取り組むことを強く求める。

記

１　平成２８年度に政府が策定した専門職の増員等を含
む「児童相談所強化プラン」を拡充し、市町村にお
ける児童虐待防止体制の強化や中核市・特別区への
児童相談所の設置も加えた児童虐待防止体制を強化
するプランを新たに策定するとともに、地方交付税
措置を含めた必要な財源を速やかに講ずること。

２　子どもの問題を児童相談所に一極集中させている現
状を改めること。具体的には、児童相談所と市町村
の役割分担をさらに明確にするとともに、施設やＮ
ＰＯ等民間機関・団体や他の行政機関等との連携を
強化して役割分担・協働を加速する「児童相談体制
改革」を行うこと。

　県立奈良高等学校についても、大正時代から地元の法
蓮町の地域と深く交流を重ねてきており、現校舎の耐震
問題を解決させるための手段としては、移転させること
なく早期の現地建て替えを求める声も上がっている。
　また、これから高校生になろうとする中学生、小学生
にとって、進学を主とする普通科高校の選択肢が減少す
ることは、今後の奈良県教育に少なからず影響を及ぼす
可能性がある。  
　ついては、県立高等学校適正化実施計画は慎重に対応
し、関係者の理解を得られるよう丁寧な説明を行うこと
を求める。
　
　以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提
出する。
　平成３０年９月２１日
　　　　　　　　　　　　　　　奈良県広陵町議会

【送付先】奈良県知事　荒井正吾

３　児童相談所間および児童相談所と市町村の情報共有
については、仮に転居があったとしても、危機感や
支援状況が確実かつ迅速に引き継げるよう、引き継
ぎの全国共通ルールを定めるとともに、全国からア
クセスできるシステムを整備すること。また、児童
相談所と警察との情報共有については、必要な情報
がタイムリーかつ確実に共有できるようにするとと
もに、適切かつ効果的に情報共有できるシステムを
新たに構築すること。

４　全国共通ダイヤル「１８９」を児童虐待通告に限定
し、児童相談所の相談できる窓口につながるまでの
間に今だ半数以上の電話が切れている実態を速やか
に検証・分析し、その結果を踏まえ、児童相談所へ
の通告の無料化の検討を含め、運用の改善に努める
こと。

５　保育所や幼稚園・学校と情報共有を図ること。いじ
め防止対策と同様、小中学校の校務分掌に虐待対応
を位置づけ、対応する組織を明確化するとともに、
SSW を中心とした学校における虐待対応体制を整
備すること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提
出する。
　平成３０年９月２１日

奈良県広陵町議会
【送付先】　内閣総理大臣　厚生労働大臣
　　　　　文部科学大臣　総務大臣　国家公安委員会

議会において可決され、次の２つの意見書を関係機関に提出いたしました。意見書

県立高等学校適正化実施計画の慎重な対応を求める意見書

児童虐待防止対策のさらなる強化を求める意見書
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アンケートにご協力いただきありがとうございました。
かぐや姫まつり

1 中学校のトイレ 6件 トイレが汚い、鍵を直してほしい。洋式にして欲しい。

2 小中学校のクーラーに
ついて 7件 クーラー設置はうれしい。夏休みは短くない方がいい

3 給食について 4件 給食は美味しい。回数が少ない。味が薄い．ミルメークが欲しい。
4 税金を下げる 1件
5 元気号について 1件 百済9時台を増やしてほしい

6 竹取公園について 4件 アスレチックができるように。整備にコストをかけて。靴下市が楽しみ。
公園の遊具を減らさないで。

7 造成整備 1件 工業用地と産業用地の造成整備を取り上げて。
8 広陵町について 3件 住みやすい町。もっと子育てしやすくして。産業振興、町おこしに力を入れて。

9 議会、議員について 8件 頑張っている。議会を透明に。議員定数削減。町民が気軽に利用できる制度を。
イベントマンネリ化再検討を。

10 学校に関するその他
の要望 1件 通学路が危ない。学校が遠い（三吉）

11 その他の要望 1件 ペットボトルなどのリサイクルも家の前に取りに来て。消防署付近に信号を。
12 図書館について 1件 開館を午後7時までにお願いします。
13 災害について 1件 避難場所が遠く利用しにくいのでつらい。

39件のご意見を頂戴いたしましたので報告いたします。

かぐや姫まつりで議会ブースを開設しました。
住民の方からの要望をまとめ、教育長に申し入れ
をしました。
町は、トイレの扉の修理などの申し入れについて
は現地調査をし、修理を対応中です。

原案可決
台風被害で補正予算 2,150万円

・台風２１号による被害を受けた公共施設

　　38カ所
　この状況に関して、
　修繕や撤去にかかる予算を決定する
　というもの。

西谷公園管理事務所のシャッター ▼ ▲中央公民館の南側の倒木

平成３０年　第３回臨時議会 ( １０月１１日 )
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地域のつながり地域のつながり地域のつながり
第 2回

町内で活動している団体やサークル
を紹介します。（活動団体は、営利活
動を目的としない公共性・公益性が高
いボランティア的な団体を掲載して
います。）

サロンの発足
　地域の住民が、世代や環境の違いを越えて、交
流や仲間づくり等を目的に、誰もが自由に集まれ
る場を作ろうと、平成14年3月に発足しました。
　現在、毎月第1日曜日に「ふれあい喫茶」を、
毎月第２水曜日に「ふれあいクラブ」を開催して
います。

ふれあい喫茶
　「手作り」と「気軽に集える雰囲気つくり」をモッ
トーに、地域の集会所で開催しています。
　老若男女問わずたくさんの方々が参加してくだ
さり、住民同士の親睦と世代間の交流が行われて
います。
　出来るだけ季節感を感じるイベントを盛り込む
ように心がけており、昨年は、延べ６５０人の参
加がありました。
　身体や頭を使ったあとは、手作りのお菓子と
おいしいコーヒーを飲みながら世間話に花が咲
きます。

ふれあいクラブ
　ふれあい喫茶の平日版として発足して３年が経
過します。主に高齢者を対象として健康維持や介
護予防を目的に開催しています。
　「健康体操」だけではなく「レクレーション」
や「健康講座」などを開催し、毎回多くの方が参
加して下さいます。
　昨年は延べ３５０人の参加がありました。

サロンの今後
　自治会や老人会、防災会、子ども会との協働を
進めることにより住民同士の絆を強め、災害時の
支え合いにつながればと思っています。
　また、高齢者が健康でいきいきとした生活を送
ることができ、健康寿命を延ばせる活動になるこ
とを期待しています。

連絡先　馬見南５丁目　ふれあい喫茶
代表　藤田和郎（広陵町民生児童委員）

地域サロン　馬見南 5丁目ふれあい喫茶

10 月 12 日
地域づくりフォーラムでも
活動内容を発表されました。
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8
月

２
日　
議
会
運
営
委
員
会

24
日　
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

27
日　
全
員
協
議
会

31
日　
議
会
運
営
委
員
会

５
日　
第
３
回
定
例
会
（
初
日
）

10
日　
第
３
回
定
例
会
（
２
日
目
）

11
日　
第
３
回
定
例
会
（
３
日
目
）

12
日　
第
３
回
定
例
会
（
４
日
目
）

13
日　
総
務
文
教
委
員
会

　
　
　
厚
生
建
設
委
員
会

14
日　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

18
日　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

21
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
第
３
回
定
例
会
（
最
終
日
）

22
日　
か
ぐ
や
姫
ま
つ
り

　
　
　
（
議
会
ブ
ー
ス
）

23
日　

か
ぐ
や
姫
ま
つ
り　
　
　

　
　
　
（
議
会
ブ
ー
ス
）

25
日　
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

　
　
　
（
第
６
回
目
）

27
日　
広
報
編
集
委
員
会

　
　
　
（
第
１
回
目
）

５
日　
広
報
編
集
委
員
会

　
　
　
（
第
２
回
目
）

11
日　
第
3
回
臨
時
会

16
日　
広
報
編
集
委
員
会

　
　
　
（
第
３
回
目
）

議
会
日
誌

編
集
後
記

広
陵
町　

議
会
だ
よ
り 

No.
1
0
3　
　
　
　

9
月
定
例
会　
平
成
30
年
11
月
1
日

発
行

／
広

陵
町

議
会

　
編

集
／

議
会

広
報

編
集

委
員

会
〒

635-8515 奈
良

県
北

葛
城

郡
広

陵
町

大
字

南
郷

583番
地

1 TEL0745-55-1001 FAX0745-55-1165

　

今
年
は
、
自
然
災
害
が
多
く
発
生
し
、

９
月
は
台
風
21
号
・
24
号
、
北
海
道
地
震

と
い
っ
た
度
重
な
る
災
害
の
影
響
を
受

け
、
未
だ
に
復
旧
が
進
ん
で
い
な
い
地
域

が
多
く
あ
り
ま
す
。
農
業
に
も
甚
大
な
被

害
が
日
本
列
島
全
域
に
及
ん
で
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
さ
れ
て
い
る
尾
畑
春
夫
さ
ん
に
よ
る
幼

児
発
見
・
救
助
の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ

り
ま
し
た
。

　

わ
が
町
に
も
台
風
21
号
の
影
響
に
よ

り
、
公
共
施
設
等
に
２
千
万
円
余
り
の
被

害
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
突
発
的
な
支
出
に
も
対
応
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

９
月
定
例
会
は
決
算
議
会
で
も
あ
り
、

平
成
29
年
度
の
予
算
（
税
金
）
が
正
し
く

使
わ
れ
た
の
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
自
治
体
の
契
約
は
競
争
入
札

が
基
本
で
あ
り
な
が
ら
、
小
・
中
学
校
の

空
調
工
事
、
広
陵
北
か
ぐ
や
こ
ど
も
園
は
、

ど
ち
ら
も
１
社
の
入
札
で
、
ほ
ぼ
設
計
価

格
に
近
い
金
額
で
落
札
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
も
議
会
も
、
町
民
に
説
明
で
き
る
の

か
疑
問
に
思
い
ま
す
。

吉
田　
信
弘

委 

員 

長　

副
委
員
長　

委　
　
員　

委　
　
員　

委　
　
員

委　
　
員

谷　
　
禎
一

濵
野　

直
美

吉
田　

信
弘

山
田
美
津
代

山
村
美
咲
子

笹
井　
由
明

広陵町ホームページ
http://www.town.koryo.nara.jp

広
報
編
集
委
員

9
月

10
月

議会からのお願い
　議会だより取材のため、腕章
を着用した議会議員が写真撮
影に伺うことがありますので、
ご理解とご協力をお願いいた
します。

真美ヶ丘第二幼稚園運動会▲

真美ヶ丘第二小学校体育大会▲

▼広陵中学校体育大会

広陵西幼稚園運動会▼

沢秋祭り▲


